第5回南極地学シンポジウムプログラム・講演要旨 by unknown
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10月26日(金)
挨 拶
10:00～17:10
国立極地研究所長
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5.南 極　Beacon　 supergroup　 中 の炭化 水素 および脂 肪酸
永 田 武
(10:00～10:05)
(10:05～11:30)
(茨城 大 ・理)
(17分)
(弘 前大 ・理)
(〃)
(千 葉工 大)
(17分)
(横浜 国大 ・教育)
(17分)
(北大 ・水 産)
(弘前大 ・理)
(千葉工 大)
(オ ース トラ リア ・南 極局)
(17分)
(大分 大 ・教育)
(都立 大 ・理)
(千葉 工大)
(多摩 化学)
(千葉 大 ・理)
(17分)
(都 立大 ・理)
(東大 ・教養)
(千 葉工 大)
(11:30～12:05)
(極地 研)
???? ?????????????????? ? ?????? ??? ???????
(18分)
公 団
()
工
7.南 極大陸の鉱物資源探査,開 発の諸問題
大 町 北一郎
兼 平 慶一郎
西 山 孝
金 谷 弘
奥 野 孝 晴
吉 田 栄 夫
矢 内 桂 三
白 石 和 行
(山形 大 ・理)
(千 葉大 ・理)
(京大 ・工)
(地質 調)
(動燃 事業 団)
(極地 研)
(〃)
(〃)
(17分)
昼 食 一 一 一12:05～13:00-一 一 一顧ー ー ー 一 一 ー 一
皿 マクマード地域の地球科学
座 長 下 鶴 大 輔
(13:00～14:30)
(東 大 ・震 研)
8.西 南極マクマー ド火 山地域火山岩頚の岩石学 の問題点
倉 沢 一(地 質調)
9.エ レバ ス火山群 からの超塩基性岩 ノジュール にっいて
一 南極大陸下 の温度 ・応力条件の推定 一
藤 井 敏 嗣(東 大 ・震研)
唐 戸 俊一郎(東 大 ・海洋研)
(17分)
(17分)
10.SBシ ステマチ ックか らみた ロス島およびその周辺の火成活動
(17分)
(茨城大 ・理)??????
?????????
(〃)
(〃)
(極 地 研)
(〃)
(〃)
1　 1.　 New　 Eruption　 Parameters　 and　 spectral　 relationships
　　　　　between　 seismic　 and　 infrasonic　 signals　 from　 Erebus
　　　Volcano,　 Antarctica
　　　　　　　　　　　 R.R.Dibble
12.エ レバ ス火 山の地震 活動 と噴火
神 沼 克 伊
渋 谷 和 雄
植 木 貞 人
馬 場 め ぐみ
　　　　　　　　　　　R.R.Dibble
　　　　　　　　　　　　　J.Kienle
(ビ ク トリア大 ・NZ)
(極地 研)
(〃)
(東北 大 ・理)
(千葉大 ・理)
(ビ ク トリア大 ・NZ)
(ア ラス カ大 ・USA)
(20分)
(19分)
工工
休 憩 一 一 一 一14:30～14:50-一 ー ー 一 一 一 一 ー ー
IV　地質学的研究(1)
座 長 浅 見 正 雄(岡 山大 ・教養)
(14:50～16:00)
13.プ リンスオラフ海岸 の　meしabasjteに っいて
鈴 木 盛 久(広 島大 ・理)
14.ラ ングホブデ神諸島の変成岩類
勝 島 尚 美(北 大 ・理)
15.リ ュツォ ・ホルム岩体の変成作用
本 吉 洋 一(北 大 ・理)
松 枝 大 治(秋 田大 ・鉱山)
松 原 聰(科 学博物館)
松 本 径 夫(山 口大 ・理)
16.昭 和基地周辺地域の変成岩類の厚着組成 と地質構造
白 石 和 行(極 地研)
広 井 美 邦(千 葉大 ・理)
V地 質学的研究(H)
座 長 松 枝 大 治(秋 田大 ・鉱山)
(17分)
(17分)
(17分)
(17分)
(16:00～17:10)
17.昭 和基地周辺 の5億 年ペ グマ タイ トの既存変成岩類 に対す る
影響(17分)
広 井 美 邦(千 葉大 ・理)
大 貫 仁(弘 前大 ・理)
18.昭 和基地周辺 に分布す る塩基性変成岩類 の累進変成作用(17分)
広 井 美 邦(千 葉大 ・理)
白 石 和 行(極 地研)
19.昭 和基地周辺産変成岩頚の鉱物年代(17分)
柴 田 賢(地 質調)
矢 内 桂 三(極 地研)
白 石 和 行(〃)
20.プ リンスオラフ海岸一 リュツォ ・ホルム湾地域の変成作用(19分)
吉 田 勝(大 阪市大 ・理)
一ーー一 懇 親 会 一一一18:00～20:00-一 一一一ー一一ーー
工工工
10月27日(土)9:30～15:35
VI　地質学的研究(m)
座 長 鈴 木 盛 久
(9:30～10:40)
(広 島 大 ・理)
21.や まと山脈における後退変成作用
浅 見 正 雄
白 石 和 行
22・ セール ・ロンダーネ山地の変成岩類(予 報)
白 石 和 行
23.や まと山脈蝶 が岳の地形学 図について
岩 田 修 二
24.昭 和基地周辺地域堆積物の粒度組成 と鉱物組成
佐々木 清 隆
W地 球物理学的研究
座 長 村 内 必 典
(17分)
(岡 山大 ・教養)
(極 地研)
(17分)
(極地 研)
(17分)
(都立 大 ・理)
(17分)
(東北 大 ・理)
(10:40～12:25)
(法 政大)
25.南 極昭和基地での地温の連続測定(序 報)(17分)
長 尾 年 恭(東 大 ・震研)
神 沼 克 伊(極 地研)
渋 谷 和 雄(〃)
26.Mル ー トを中心 としたみず ほ高原域における航空磁気測量(17分)
渋 谷 和 雄(極 地研)
27.エ ルスワース山脈の古地磁気学的研究(17分)
船 木 實(極 地研)
吉 田 勝(大 阪市大 ・理)
永 田 武(極 地研)
28.海 面高度 よ り重力異常 を求めるためのアルゴ リズム(17分)
松 本 剛(東 大 ・海洋研)
瀬 川 爾 朗(〃)
神 沼 克 伊(極 地研)
29.　 GEOS-3,　 SEASAT-1の海面高度データよ り得 ら
れた世界の海洋の重力異常分布(17分)
瀬 川 爾 朗(東 大 ・海洋研)
松 本 剛(〃)
神 沼 克 伊(極 地研)
一=一 一 ー 一 一 昼 食 一 一 一12:25～13:30-一 ー ー ー 一 一 ー ー 一 －
IV
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(13:30～15:35)
(極地 研)
(25分)
(極地 研)
南極氷床の長期変動と新生代研究の問題点
(極地 研)
(〃)
(東 大 ・教養)
33.昭 和基地周辺に分布する原生代変成岩類の形成に対するプレ
(千葉大 ・理)
(極地研)
(北大 ・理)
(極地研)
(極地研)
(25分)
(25分)
(25分)
(25分)
V
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゜増 田 亘 泰(iヒ 丈ワk産)韓 国(3揃 入 ・理)
H.　 Buyton(1一 ストラリァ南極)鳥 居金矢也(与 薬 工夫)
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6TH83・ ウ ィ ル ク ス ラ ン ド沖(ス コ ッ ト海 盆)調 査 報 告
石油公団 ・石油開発技術センター
1奥ばじめに
、 石油公団が通商産業省より委託を受けて実施している南極
周辺海域の基礎地質調査は今回で4回 目になり,100'E～
145'Eと60'S～ 南極大陸とで囲まれた,ウ ィルクスラン
ド沖のいわゆるスコット海盆の調査が行われた。
調査実績は第1表 に示してあり,調 査測線及び測点は第1
図に,そ して第2図 には調査海域の地形概念図を示した。
㌻ 本調査海域は水深が500m～5000mの,大 陸棚～コンチネン
汐 ルライズ～深海平原である。
Ls調 査概要
一①測位 ・重磁力 ・ヒートフロー
L._tu位に1よhagnabOx社 の人工衛星航法装置を使用した。
趨 轟齋 聖蠕禦 鷲 要膿巖
用している。測点の交点における重力の差は,昨 年度の同海
←'
域東端の測点をも含め最大3ミ リガル程度である。
一 地磁気測定は
,6e㎝etrics社 のG-806磁 力計を使用したが,
戸本海域が磁南極に近いこと,ま たオーロラの出現もあり,極
あて大きな擾乱を受けているものと思われる。
二ごヒ=十 フローの測定は,ピ ス トンコアラーの採泥管にサー
ミスターを取り付けた,い わゆるEwing型 のものであり,サ
t－ミスター数は6個,そ の最大間隔は7mである。
②反射法及び屈折法地震探査
一 反射法地震探査は24チ ャネル,6重 合のマルチチャネル
.記録を取得した。ス トリーマーケーブルはSEC社 製,全 長約
lkm,探 鉱器はTI社のDFS--V　,　そして震源は,　Bolt社の
450ciの エアガンを使用した。一屈
折法地震探査は,反 射法地震探査と同時に行い,受 信器
'として
,沖 電気製のOC-01型 ソノブイを使用した。
㌻③採泥
底質や目的に応じて,ビ ストンコアラー(全 長8m),グ ラ
ビティコアラー(全 長2m),ド レッジや一等を使い分けた。
迷調査結果概要
,本 調査海域は,ウ ィルクスランド沖の大陸棚から深海平原
にわたっている。以下に調査結果の概要を述べる。
①大陸棚
大陸棚の外縁の水深は約500mであり,そ の内側には水深が
800m程度の広大な凹地がみられる。反射法地震探査記録によ
,ると,海 底直下に海側に向って傾いた反射面がみられ,外 縁
'
に向って厚 くなる堆積ウエッジが発達している。堆積構造や
確積の厚さは,1秒 以深の反射面が多重反射のために読み取
吻困難のためはっきりしない。
t－大陸棚の外縁から50～lOOkm　陸側に,顕 著な磁気異常がみ
i
し_▼ 一'__一._._
加藤正和 ・青柳宏一 ・佐木和夫 ・棚橋 学 ・円谷 裕二 ・町原 勉 ・他乗船者一同
られその振幅は500nT,波 長は50km程 度である。
そして,こ の異常は海岸線に沿って帯状に存在する可能性
がある。
重力フリーエア異常は120'Eを 境界にして東側は全体的
に負の異常を示し,西 側は正の異常を示している。
両海域とも大陸棚の外縁に沿って特徴的な異常が見られる。
②大陸斜面
大陸$面 は海底谷が多数発達した高低差2000m程 度の急斜
面である。この傾斜は前述の大陸棚外縁部の堆積ウエッジの
傾斜より急であり,堆 積ウエッジを構成する各層が大陸斜面
に切られている形態を示している。
地磁気異常は不規則で雑音が多いが,こ れは地磁気の擾乱
の影響と推定され,地 下構造に原因を持つものは極めて小さ
いと考えられる。
重力異常には,前 述の大陸棚上と同様の東西の違いが見ら
れる。西部海域で行ったドレッジでは基盤と思われる試料が
採集され,珪 藻分析からは,　Lower　Mioceneと 判断されるも
のが見い出されている。
③コンチネンタルライズ
コンチネンタルライズは,海 岸線と平行に幅250～300㎞
で発達しており,そ の水深は2000～4000mで ある。
反射法地震探査記録から,か なり連続した2～4面 の強い
反射面が認められる。そしてこれらの全層厚は2～3.5秒 で
あり,調 査海域の中～西部では縁側に向かって層厚が徐々に
薄 くなり1.5秒 程度になって深海平原に漸移する。そして東
部では外縁付近に堆積岩から成ると推定される基盤の高まり
があり深海底との境界をなしている。堆積層の上部から表層
にかけては斜交層理,埋 没海底谷,乱 堆積,海 底浸食などの
堆積構造が発達している。
地磁気異常は大陸斜面と同様に不規則で雑音が多いのが全
体的な傾向であるが,118'E付 近には振幅が500nT以 上で
波長が50km程度の顕著なものが観測されている。上記の地磁
気異常に対応して,周 辺に比べて25mga1程 度大きくなってい
る重力フリーエア異常が認められるが反射法地震探査記録か
らは,は っきりした原因はつかめていない。
東部の基盤の高まりに対応した重力フリーエア異常は周辺
に比べて正であり,こ の回りには,周 辺に比べて負の異常が
取り巻いている。そしてブーゲー異常は,フ リーエア異常の
負の部分に対応する広さで,周 囲に比べて負になっている。
一方これに対応する地磁気異常は,極 めて長波長のものが観
測されているが,こ れは地磁気の日変化の可能性が大きい。
重力フリーエア異常の全体的な傾向は大陸棚上などと同様
6
に 東側 で は負,西 側 で は正 てあ る。
ヒー トフ ロ ーは58～65mw/m2で あ り,ご く平均的 な値 を 示
して いる。
尚,東 部 の基 盤 の高 ま りで行 った採泥(ド レ ッジ)で は径
2～3cmの マ ンガ ンノ ジ ュール(品 位 は南太 平洋産 の ものに
比 べ てか な り悪 く生成過 程 の もの と考 え られ る。)が 多量 に
採 集 され たの みで,期 待 され た基盤 は採 集 され なか った。
④ 深海底.
深海 平原 は水 深 が4000～5000m、 であ り,調 査海 域 内で は海
山等 の大地 形 はあま り見 られ ない。
反 射法地 震探 査 に よ ると,基 盤 は コ ンチ ネ ンタル ラ イズに
比 べて激 しい凹凸 を示 して いる。 そ して堆 積層 は平 坦 で変形
や顕 著 な堆 積 構造 はみ られな い。
地磁気 異常 に は,オ ース トラ リア～ 南極 海嶺 の拡 大 に伴 う
と考 え られ る結状 異常 が み られ る。 重 力 フ リーエ ア異常 は,
中 ～東部 海域 で はや や マ イナス,西 部 で はや やプ ラス の値 を
示 して い る。
ヒー トフ ローは東部 で は やや高 く110mw/m2,西 部 で は
64mw/m2と 平 均的 な値 で あ る。
*ま とめ
大 陸棚 上 に はIce-raftが 発 達 して いる と思わ れ,反 射 法地
震探査記録には多重反射が卓越しており,堆 積構造や堆積層
の厚さなどははっきりしない。大陸斜面からコンチネンタル
ライズにかけては最大層厚が3.5秒 程度の堆積盆地が海岸線
と平行な方向に延びて発達している。そして,堆 積構造から
氷河活動の影響による堆積速度の増大と乱泥流 底層流の活
発な活動があったと想像される。
東部海域にみられる基盤の高まりは重 ・磁力の調査結果か
ら大陸地殻の一部であると考えられる。すなわち海と陸との
境界は,こ の基盤の高まりの外側である。
中～西部海域は,い わゆる大西洋型の縁辺域と考えて良い
だろう。
大陸棚上にみられる海岸線に沿った大きな地磁気異常帯は
似たようなものが北米東岸にも見られる。.
大陸棚～'コンチネンタルライズにかけては,い わゆる地磁
気平坦帯が見られるが,こ れは普通考えられているような海
底拡大に伴う平坦帯ではなく,こ の海域が陸であるためと考
えた方が良いかも知れない。
重力フリーエア異常で120'E以 東は,全 般的に負の異常
を示すことは,　Bentlyによって示された大陸内部の南極横断
山脈に沿った,負 の異常とよく対応 している。
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i(ま じ(ダ)レこ
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    New eruption parameters and spectral relationships between 
    seismic and infrasonic signals from Erebus Volcano, Antarctica 
R.R. Dibble (Victoria University, Wellington)
    Magnitude and energy calculations of the September, 1984 eruptions using seismic, 
infrasonic and gravity recording data have a wide range. For the large initial 
eruptions at 13d05h07m the local magnitude obtained by converting Scott Base WWSS 
readings (37 km from crater) to  "Wood Anderson amplitudes" was ML = 2.0. Some 
eruptions were felt at McMurdo Base. If the eruption earthquake was felt, the 
magnitude would be at least 3, but probably the air wave was felt. 
    The largest magnitude  from Rayleigh waves reported by UCLA from the recording 
gravity meter at South Pole Station (1390 km from Erebus) was  Ms = 2.5 for the 
eruption at 13d15h47m. This assumes optimum damping of the gravity  meter, and 
equal vertical and horizontal motion in the Rayleigh wave. 
    For infrasonic signals, the largest eruptions overloaded the University of 
Alaska recorder at Windless Bight  (24 km from  crater), but the air wave energy of 
medium eruptions which were just clipped was 2 x  107 J. The eruption of 17d10h11m 
was clipped for over 1 minute, and had air wave energy between 3 x 108 and 5 x  109 J. 
    The histogram of time intervals between the 110 eruptions during the 7 days of 
high initial activity had a peak at 30 - 40 minute interval. The distribution is 
asymmetrical, with mean 87 minutes and S.D. 72 minutes. 
     It is hoped to present photographs of the activity. Observers on over-flights 
report that the summit cone is mantled with ash, and the observatory  but cannot be 
seen.
    Spectrograms of seismic and infrasonic signals typical of normal activity in 
previous years are at present being prepared, and their relationships will be 
presented.
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3>,相 討自払二高 面識 〃)卓識1「3C!の(Ct-'
ナyp〈し　lI郵 一2A)ヒ.位 閤放 の車載 す3も
ii)　rigtitラ請 ク剛ar－ 之ヵ月程 度欄 期 の(時P・:lxl-2B)ド 冷 が婦 ・ 岬 ビり
鳴 動 、ぐみ 姑3.鯨 砺 鋪 吋 卿 ら.夜 着1魂 棚 から
齢 暗 礁 融 軸 、岬 戦 渦 辺・ め醗 ヒ献 鉢 ひ あ 甑 寸・"魂 瀦
ば らっいzい3が 、時 、:畑 馳 ヒ狗 碇 綱 蟻 ちイ睦 朴 ポ 吋 ・ゆ 吋 嘘 緑
化 剛 一2k・ ・n峨tN・P.・ArigdiNsS'k",s鉢磁 飢 楠 の殖 時多・1カ・ら 嬬 麟 刻
以 残 φ翠 さ1・集 ・ヤlz、 泥 引7・ ・δ・(t乙)ヵ ぐ求 め ラ↓3・
iv)ム 体1・LSeb地 徳 の う ち ガ`;./繊 手7地 獄 の発 確 痔(ム)tLそ の者 涼 客ビ の 距 離(AL
自.,o目 、/タ ノヲ年4目 にtlヨ 紫ヒ100庭}の)確 像 ラ奪求 莚 ヵ・らオこめ ら」～3め ご・ 地!髭 が経
学瞬 バ 牧 醐1功 勧 絹 紡5群 聚地,}1.NZカ ・ら 、 か 榊 が'X・)へttt-・i・・1・・P.ti,
・鷺 醗 劇 ・い δ・ そ確 麟 雌 ・止 翫 勧 彗 り卵 礪 弾 ・,t'・'e・ 榊
.,DE,,,_2・ らイlth　j畷 絨 め ら扁 ・ β－
Z　 lI
NovJ9-Dec.9,1983 typ〈 のtハ 十YA～oava訊 の 土tり け ・ そへ あ
め記 象 の性 復 上.精 屋 後 く求 良 τ
る こx..t;大 豊 で.翫 連 め豊 穣 の粋
事 もバう っ く。 しカ'し ・ メイン例 ・
6tl　 Zほ、/`6～2.2k"・/sと いう狭
・幅 のAntpで 速 度(P・)が'屠 ら 畝 。
得 弓4、 た砿 の彩 り値 は 〃 μ昨
ゼ あ ∂。 こ+1;エ しバ ス ↓」〒のP
ラ釦 雌 ・塒 ∫著 い ・.浅 い姥 魔
め継 ⇒ その 衝 撃 の 峙 今 爆 発 ヒ
、・う一三輩三の メ カ ニ ズ'ム の キ τ'、そ書ア
茸 中 言ごPヲ,9t1-Mc'連 痕 で4云 わ5
ttkkMさ4へ る.
1到 一1 .i4》3iiF日 日1?日 一12日1
sの 丸 きf)τセ鷹 の索 砺 冷 汗.
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σtype　 O
、dB　
の 　あ ゆ ゆ じい
1　 °fi"'ras°und
-10
ERE　 -1
・n・・a・und－ 酬 ヘ
ム　　
HOO　 -一 噸 畑'
　 BOM
Apr.　1,　1982　 20hOlmlOs 30s
隅 一2B碗)
麟 醜 β一+7Pの
訪豪
Mar.4,1982.bOhO5m30s50s
3舳 輯K　 IEi　・)・献 諺 力 日)
エ レ1"xasの ム 丁顛 。IAI:t;,タ ク群 峰 、　 iii)マ グ℃ 勧 砺 掴 へ ・ 実道 が 誠d
ラ諸 ラ猟 師 を勧 ・ い 」,,・4yskt.ema　 va16日.嬬;嫡 が1毫・逢1誠 ケ)
,・.,hた リラ離 郷 簿 向3k枷:i」.x・ 下　 iv)tk.・ 内 へ 拷 の マ クs'マがta(a　 fi　lSN・
に あ3乙 想 像 さ4～3マ グ マ 溜 りカ・ら㌶絶 え ボ 実9夏 場 象 顧 蒐).
マ グ マ(エ ネ'レ ギ 一一)カ ぐヲ海老 淵 の申'・4些」給 ざv)叉 口1勾 のラ涙夷 一 霞v・ く 〔9Vl23-2よ 日 ・
鵠 艸 晦 らな由 マゲ マのぐ娑給 砺 ・ τ 嬬 ・麟 吐 靖 の
毛、ラ離 開 の レベ'ILがtitん ピ宴 蛎 、、のi9.ゾDマ グ マ編't昇(佃 ・も日 ～
壌為 肋 ら マデ マ・勧 への骸 の移動 が齢 癖 臼 恥 綱)・
か らゼあ 分.つ 勧 マ グマラ勧 レ潟 翻 の 以 と・
`切に広 一稜 め マグ マ の訂 琉 力・あ 。隠 推定
さP～3。
このマ グマ の対え 峙 如 ・イお 小 ざな爆 発
しが.エ レバ 入↓・の・歓 の鮮 ρクな1礁 ・'あ
・t-,1桝 年Gns3e・SooCVT)から群 廃 虚
需 醗 室.釦z琳 硝 鵡 発 ・靭 冷
lelの;車 のラ碗 がkG1,r・.;の 透 勃 の発 生
1・あた 。Z,;.こdy3Z-'の 足 駄 態 ・・糾 い
"Z"3こ"t"が 加
。た 二Ll・ なヅ 窺 叱 から
の彬 厳 暑UOβb6E旦 の か ら.・ 矯 プ1コ
セ 祥 推 知Zい δ個 一3参 里).
b地 下癖}砺 マゲ マ劃 祷 ヲ炉7マ つ
t昇 力ぐあ った(時 蔓R不e目:/アy2年/6月Y-3
洗 面 め.何 回 か の群 級 雰 の髄 力ぐ・
の時相 の推 定1・イ短 っ であ うう)。
lDマ グマラ勧 か ら火口 へ のマク'tマのヒ恥
E　es,・　"t－ 嬬 糠 爆 発 輔 姥(デ 月13
Large　 event　 (earthquakes)
1 N
二・セ'露 ム
Remarks
Sept
15
20
???
→
←??
???
←
? ?
ro
ぬけぬむあ
謄 完 、、一、、,h
(:b「19Ztd9:°w'、。。、・
'
910w'
pt　 t　 hd
(bv)
edo　 t
(bt)
↓
11cy
es-3・ 辮 利 目 エレ・は ム の噴X
亮効.
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フ。リン入ズラフ海芽の7π(轍 にっ1}て
香 木基又(広島大 ・理)
リュ ッツォ ・ホルムラきi造芳か らフ。リ〉ス 当地或 の醐 名憩 中ガ う1よ,{壁か ノ試 料
オラフ泡岸 にか け て分 参す3鑛 類 き精緻 でほあ3が 斜方浮 石が勉 され て亀)3(5辺 鴫
ブtT5も の の/つ'㍉ ・ゆ ゆ9　,。eltas`uaalptbsc前幻 。 この醜 庄 儲 化多識 磯 靱 二
あ る。本お類!ほ周辺1鋤 お」類 に塞痔 にザわれ よ5も の ヒ老レえ」〉れ3。
て蜜規 す3が,多 嫌 な着想,慶1欠 乏呈 してい よ述のntimu2.の9つ フ。Apけと産 状Le
る。奉・髄 にあt)て ぱ.騎 にラもソ)ス オう フ の風 侍ほ二父の遍7で あ う。 す7a'わS/9イ フ。
硯 材 メグ塀/ごur　ts713　mezmUZZZ./こ フ リ/」,一 波/ござ ぐ5石 一窯 鎭 助 蹴5溜 雲
て、そdLう の岩石蓉的 ・鉱物蓉釣塀1笈乏記載 碗 瀦,周 囲石与麻 ち などの鍼 岩顛 を寒
し,画 潅}寿僧形域 およびジュ ッヅX・ ホ 」しム 霧に停っ て出現す5。 ヒこうが,9イ フ。][は
igＬSSの6rewhの 砺 あん 漉 と峨 櫛 才し サ駒 競 南陽 に産 し て$現93こtps'多 ㌔
てみ た 。 露頭にゐ けτ'」,花働名物 質の愛潤 を登 りて
ズメが岬ぼ,フ 。)ン入万 ラ フ海寿 の面端}に アブ マ7イ ト様 になっ てn3こ とpx勢)。
位置 し,主 ヒして泥猿〔鉱 お類 か ら更擾6う 　 i〈Zv?u;cuatし」d　aノ.(/9クリtg,フ 。ソ〉スオ
ヤしヒ奉地域 の鋤 条 什ほ,グ ラニュラィト項目 ラフう海岸6の 歯岬 あよびソユ ッツオ ・ホ ルム
一角鵬 鴉鰯 拳{こ甑 す調 の鴎 わ れiも ヲ勝 隣{靭3鋤 遠 勘 錨 燵 魎 を
てHる(Hiroi立 ¢2ソ'783/　Szezthら/98タ)。 齢 『し,)ヒ の守 で7灘のL観載{葛両地
本蛇或 にゐ・てぼを域 にわた ってη鋤 ω鹿 〕或を通 じ て,沈 勇渉勺アルカ ソ'二富ん でけ∂ こ
の4磁 バみラれ3が,ti/rdi。e3!こ ゐ り乙rcto7　と翻 鋤 乙τ・15・ こ舛 重句!S'1メ ブφPの
膜 なものが鑓 す3。 野タ}の産 抗ほ,耀 えぼ 貞!きに もあてぼまる名のヒ考 えうれ3。
り)救π以上 のニ ート状お体 としτ,或 けぼ そ また,学 斜寧ろ 、角鵬 、窯 要のなど主孕
れうが ブ ーデ ィン抗にi　¥yspt　r:も の,栓'稿 醐 の化学繊 港k㎞Wsan　 〃rd　Yan`z・t'　(
7し以 下のフ。一ノし状.の9e),さ1>に{義 考 なアブ"982)1こ よソ日の出岬 の7蜘2」 こっ
マ9外 光 護 けr・9の など嫌 多森 て扇 … てrgさ脈 耗果 ヒほ噛 均 し尺傾向 とい
嵩」稻か うみ3と,主 辱繍 過食 わ芯の よ)で あう ・
差異 仁よ9,天.ミ く次 の2つ の夕6フ が゜MS')以 上 の腐 描 果 き爺 合 し.ノト地域 のnd^
さPt5。 　 bdeの 形蕨 過駐 ま とあ3と 以 アのA':
夕5フ 亘工:学 斜 揮石乏分 む8の なる。すなわ多,周 辺誠 岩蓼験の2豪岩 生滅 後
こ本は単斜輝石+角 閉石 †黒雲切・†斜 長石 シート状{ご貫入 した虚差 荘岩 ぽ・上さもお類 と
主ヵり長石士石英.により靖叛 づ{ナうれ 、随」テt{{・ 広 ∫願 所dら1二達 し.挙 揚輝石 や角筋
醐 ヒし てスフェ ン、βと一万醐 と物 乏5チう 。 によソ場}3{蔓ブ{7うオし5鉱 擁}1組合」わtε 有す5
なゐ本9つ フ。には、月卿石が褐 色き呈ダ31に 至 う7三。 その技 予γゐ くれ て花高名1酸夕喰
のと,孝黍εき室 すb9の ヒが あソ、ごうに麹 入 し.生 停 として広 域夕9なう抗薦琶 の形飯 を
令 され る。 み 仁。その晴朗,滋6誠 の一喫 ばブ一
夕づフ・ll[.二手輝 石 き!旨き「」-o老の ディン化 し,,r-..ア グ マ9イ ト化 と重 げ.学
これ1埆 蘭 石 ナ黒雲く針 蔚長石 土石更1二よ 騨 る の －epiGt角閃石に随 舗 五 。その後
ク撒 ラグクれ3ぎ ので、一疲/:.クノ長石/」 鍼 働 ソ の微/:ゲ`♪,'ノ めφ3瀦 彦鵜
、捗ノ:乙グ公理 乙コ㍉).ゴ た雇 ゲ塗ε疹 と乙r!1,1一易2豊 λ.があノ.乏 の鷹}n必thbuaaZ夕 吻 潔
万e-7了酸化物が うく,ス フ ェンほ少ζrり。 乏～褐 色角閃石IJ、麓 昌周 ④rへ き蘭 励'三芳ク
今のヒこう,オ メガ岬 の?繊)融 ナか てアクナノ庚}石質 の淡舞 色～無 色角 閃石に改.
うほ斜方浮石の産 まぱ醐 してい2'書㌔ なお 吏 され仁 。
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瞬 尚美(北 大・'理).
テ 川 ・デ 幅 尉 侮 り・万 万 衙i7・i3t…,sl・ 一,'d・魂 〃 殿 〃e・∵
櫛 合 歓 梱 ・散 宿 き島・・で、S{iご ク'ラニ 尾/σ 計 梱 プ鴫 ズ ρ・芦 ・還 ア3か ナ・昨
ユうイ ト箱 鳴 鰭 勧 ・惰 民dα 訴・・1・ ら幅 ・=_..トs)Z6TFe.一 婦 晰 卿 κ…れぞプ∫
齢c枇 概 厭 踏 む蛎 臓 治舷 とZp　望起 辮 皐 醐 一岬 μ以劫 励 泌
fflZ日B.?r・,才 地域 ノ醜Zの7>ク1'・ しi'}e「7'あ3・
諸 島,ラ ン グ'Vlブ デ地域 等 の リユツ ッs'　Pt!し・3)di・ ・τ)P/ve・xebe
璃 靴 賊 穐 噺 楠 調 掃 舗 力勝 納 卿 憾 ・珪 匙 い 輌 ・{乖 一蹴
ら(み3こ とth、ら 一一連o～・τセ後 と/考2今 ψ ・3。こ 萄繊 Σ詩 う.一 般 に参 議 を主 星 し か4・ 。一一
嶋 椰 鰍 汐'♂す7しヒ 鵜 ・安房(/剛 ・'刷 弊 縦 嘲 力・一う・・うq・薩 ア 踊 叶カベみ
4ψ3。多ざ 山7い3.
ソユ ツ ・冴 ホ'・購 磁 ρ グ1ラ㌘;イ み4)応 叶e
警 蠕 ∵1齋 ㌍ ∴1㍍瓢 纒 ㌫ 鍔1鑑;鷺
篇 羅 言禦;ラ㍑ ㌶、;チ醇 ㌫躍 篤 蒜㌫
宮 彷 ・仏,3.A酢 、,ラ ン クi1所プ デ獺5の も。舳 袖u・1副 詞 調 ・br。篠'=X・kL"-z
膿 魏魏議 灘警か∵111∴竺 ∴∴
て餌 し 畑 観 糸猴 つ・79一 呂d剛
???? ???????????? ????ー
? ??
? ?
。?っ ?
?? ?、 ???????????
1)・fYγ いet
癖 膀 岩 、 メ タベ'イブ 〃 ⑦一 部 と、ず'
ク 日 石 一里1暫 老チ月毎 」名 、づ'"Nフロ,石 産湯き岩 戸みし
らψ3。 蛎 協 多/・EK,i,7i,1,d,)To2/,"z/xt・/?ぐ
α輌 －eY・ ・#ft・#Y'iＬdeC)d.!7t-・ バ
叶 齢 顧 ぼ ・了い一)主 で 商港 ・卑 創 ・遠 郷
夢iと9}.1?い9.粘 、 鳳繍 が漏 ・1嵩
・1;)='1Cy・lvxs・ぐ舳 ・・Lvら↓・9・
2醤鵜 纂}㍊
づ・,プ3鋤で.A.s/Clv
驚 ㌫ 蠕 ㍗ 霧 巖゜ 鍔 鐵
ノ
多・A酔 却 τ・か7'・1岬/殿 ・姓 舞
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1)　 Metabasiヒe
　 　 　 Amphibolite
　 　 　 Hb・Bi† °P・ ・Cpx+Ga・+Pl±Q・
　 　 　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Opx　 +　Gar　 +　Pl　 +　Qz
　 　　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Opx　 +　Cpx　 +　Pl　 +　Qz
　 　 　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Oox　 +　Pl　 +　Qz
　 　 　 　 　 Hb　 +　Bi　 +　Cpx　 ±　Opx　 +　Pl
　 　 　 Basic　 pyroxene　 gneiss
Opx　 +　cpx　 +　Bi　 ±　Hb　 +　Pl　 +1くf+　 Qz
　 　 　 Garnet-pyroxene　rock
Gar　 +　Cpx　 +　Opx　 +　Hb　 +　Pl　 +　Kf　 +Ωz
2)　 Pyroxene　 grleiss
　 　 　 　 　 Opx　 ±　Cpx　 +　Gar　 ±　Hb　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
　 　 　 　 Opx　 +　Cpx　 +　Bi　 +　Pl　 ±　Kf　 +　Qz
　 　　 　 　 Opx　 +　Bi　 ±　Gar　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
　 　 　 　 　 Opx　 +　Bi　 +　Hb　 +　Pl　 ±　Kf　 +　Qz
3)　 Garneヒ ーbioヒite　 gneiss
　 　　 　 　 Gar　 +　Bi　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
4}　 Garnet　 grユeiss
　 　 　 　 　 Gar　 +　Bi　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
　 　 　 　 　 Gar　 +　Hb　 +　Pl　 +　Kf　 +　Qz
5}　 Leucocratic　 biot二ite　 gneiss
Bi　 ±　Hb　 ±　Gar　 +　Pl　 +1くf+Qz
舳 ・h。 ゾいbkいti・ 一
中:・ 舳 ア〉微 ρ・¢
伽;争 「殴t
k+・P・ 鳳 弁1却 ヒ
あヒ トさ ヤぐセぐ
(㌣ ・㌦ ・㌍ ・縦
Pし叩1吋 。clase
Q・ ・㍗ ・b・
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Table　 !.　 Pyroxene　geothermomet二ry.
Locality Specimen　 No・ ?
?
?
?
?? ?? ? ??? ???? ? ?? ?
Skallen
Skal!evikhalsen
Rundvagsko!!ane
Rundvagshetヒa
Strandnebba
Einstodingen
Inhovde
80SO5
80S23
SK-12].-05J
RK-131-03
RH-lll-02
RH-112-13B
SN-119-08
SN-120-13
E-ll7-18
84011212
841-843866-87].
795-800832-841
798-805781-791
794-819809-848
847-884861-914
808-836829-871
826-833833-845
820-844793-820
795-834802-855
816-837815-851
`
T!・W・ ・d・B・m・(1973}'T2・W・11・(1977)・
Table　 2.　 Geobarometric　alculations.
SpeC!men　 No・ Mineral　 assemblage　T(oC)　 P(kbar)
77020603(LH)
77012314(SV)
80S23(SK)
69020615(SK)
SK-121-05G(SH)
RK-131-27(RK)
80S!4(SK)
RH-l!!-09(RH)
E-!l7-20(EI)
Gt-Opx-Pl-Qz★ 　 800
1t800
ク810
ク810
〃810
Gt-Opx★ ★820
Gt-Pl-sil1-Qz★ ★★810
〃830
ク820
6.8
6.6
6.6
7.9
7.8
8.3
9.7
9.4
9.6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 LH・Langh・vd・,　 SV・Sk・ ・v・・e・,　 SK・Sk・11en'　 SH・Sk・!1evikh・1・en'
RK・Rundvkg・k・llane,　RII・R・ ・d・昌9・hett・'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 EI:Einstodingen.
　　 　　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 ★Perkins　 &　Newton　 (1981),　 ★★Har!ey　 &　Green　 (1982)'
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　★★★Newton　 &　Haselton　 (1981).
鍛 のt綴 目213.轍 勧 ち… 切ε固艮・,　th　tK7ザ リ陽 物 勧 協 守・勇言り
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白 石 和 行(極 地 祈)・ 広1美 邦(千 葉 大'1哩)
リ ュ'ソ'7t・Jホ い レ ム、ノ雪1延t或 と フ。 リ ン ス オ ラ ム 目lk'へ'、 し ゾ カ とし、alkt也仁或 乏re-3ヒ ・ ヤ ル ジ カ
フ 締 ・憾 ・・ そ 鵬 齢 肩 る 頽 齢 負に っ%イ 本(、 恥 丘 一 吋f…G・,nflex)t°tf・・9・'・
い プ 標 題 の ユ 舳 ・つ ・璋 比 較 検 討 ・し †・・
1.庶 弟 粗 放
、)れ ま で に得 られTマ 約/60ヶ の 命名 イし学
分杣 直 乙 岩 質 ご とに い い が の 図 に フ祀
・ ト し 砕 る ヒ、1耽 域 闇 て・締:際 τ∴r這
嘆、」ξ忌め られ ず・,笑 に 苓 才量の砕 、屑完 や 火威 塔
め組 成 乏 反映 しzuろ(身 －lsu)。7・ リン ス
オ ラ フ海 岸t也 域 の 角 閃 石 片 麻 岩 と リLツ ォ ・
ホiレ ム;奮 地 域 の 輝 ノb片 麻 岩 は萎頁似Lた1じ 学組
競 示 し,両 者 殖 広物 組 成 ハ違 い ・磧 ・プτ・変
成 作 用め温 度)王 力条 件 の 差 五 反日英 し てい ろ。
堰L基 性 ～ 超 堰L〕峯性 お1す,両 地 域 を通 じ?組 成
のPtp・X{〈,特 新 化 酌 量飢 も つtの カ、・
乃 い ・ これ らの起 源 と しマ,層1双 成岩 体ty
の マ ま2-Nま1了 おネ9(伊)え 一・g・・一キ ュ ー ム、ユレ づ ト)
を考 え る 二 と が で 寄 る(第 二 図)、 、
乙.地 質織 笠
フ・リン ス1う フ海 岸t也 域Z叶 」二回 の 変」形
作IR枇 確 か め られ －Zい ろ(白 石 らノ 乃 『3)・
七俳 τ～ ブ・・c'沁 ほF・?9曲 、まkyan　 il　e　-　s'　itl　i-
man化teタ67・ の 累進 を 威'作 用 のec㌧ ワ時 の 変
形 髄 昭 示 ・,cl・ ・い ・ρ眺 の 戸・ 摺 蜘 温
度 下降 餌th変 形 τ1あ る ヒ.考え ら れ ろ。 これ ら
の 動 簸 形 伯 荊 の簾 か まリ ゴ ソ,・ ホ1レ ム湾
焼 成 で認 あ られ7、,ろ 重複 愛{初 下用 と調 和 的
Z・あ6.戸1、1入 局 め に は 面 へ 向 か う フエ1し
ワ・ンツ 乏持 ち 主{享 信 愛 成 作 岡崎 め 逆 手わ方 向ノ
乏 元、し τ し、そ)ρ
L－人ltの よ う に フcソ ン ヌ、 ・オ う フ ⊃毎 芹 じ邑城
tリ ゴ ソ 、.オ 、し 屋 弩 地 域 い 」亥 通1一 丁こ原 名
組 晟 を し ち,同 様 の 変 形 ∫乍 用 乏fe・tr　zい る ・
愛 蔵'作 用 に つ い て ぼ こ れ1?vに 発 表 し マ{仁
画)τ ・あ る ・ そ こ て・,フ ・リ ン ス ・ オ う つ 海 岸
(Eff'i'角器Lく 而)」o、 ら リ.、一・ソA・rt.1し 内 奮沿 岸
(Pt・ ソ ン 又 一 ラ ン 乏 含 む)地 域 ま τ、 と ⊃ のi
と ま ・r・te9体 酵 禍 二 と か マ ち ・1璋
VL・ ソ ・ ・ ホ ・し瑞 体(L幅 ・一 熾 岬 ・・)
と・和 ・ こ と ε提 起 る ・ こ れ 、沖 し ,や れ
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昭 ・和 基 地 固 辺 り ξ徒 、与 ぺ7・ マ タイ トの既 存変 歳書 類 に対 す3」鳥 脅
輝 石)デ庶 岩 ピ角 閃 石}≠麻 岩 の関 係
大 井美和(チ 葉 六 ・覆)・ 大二貧 づこ(アA前 文 ・遡)
kえへ似({?69(こ よ フて口恥e、,二 号 人た よ 如 古 い'2bノ いδ っマ否定 旬 ～7・・る。
こ,下 氏 軸 か ク・・し鳥 ・秘 寸 輝 石うP、 脚 注 続,ぺ 宿 タバ ヵ噴 入t3
と、{の 閤b下 輝 石 芹麻 素 献"角 閃石)齢 片麻岩 、角 閃 弔片輪 、あ・よu'・"角 閃 石弁麻
… こ購 斌 うU・ 嶋 ・W争 ・、.こ 如 詞 寄 の素 敵 嵩 鉱 枇 そ 嫌 紬r・.そ ・
9、・tZ、ぺ7・ マ9・rト つ既 存 亥続`こ 字「す 〉$・ 果 、
勧 饗 列>7・ あ ツ、最 、・の細1純,・.最 汝、(o素'i;4v,1,4atiよ 、雄 刷 ÷念 去 ヒ ㌔ 再 構
{4"rue9((9Y3)は 泥質 井輪 中 うρム9ぶo慮 駁うへ た``即 ハ石 井締,)to閥'二 は聾青
物 ε液 汁't、 ぺ7順 タイ トっ余 筋蒔(論 ξ1億、 な差f‡な く、二七嬢摸 なメタv"マ ティフぐ4tCt
左L前)YラAレ ネ・前a宝 塚6哀 蛮 献命 国崎{き 勺 ネ1蓼マ・轟 る(斗 ・(養).
/・麟 前 ゆt'・?・,よ 、庁鯨 類 礎 下 下め位(ユ)い ・し 鋤 イ渥 繭 槌 ・よ殼 嚇 麺 ・
劃 鹸)欲 す 妻 崎 こ璋 。恥 酎 ・{7希 励 舳1瑳 ゐべ綿 崎1・ ・れ ・… ク
な角関 電Y里 童 あ97:1・ 含7亨場)。＼、3、
kこ9・z"K1壕 ム ⊂t964)は 、へこグつヌィ ト(3)揮 石 片豪宕 ヒ肴 戯 偽匂角 蘭石井齢 ヒ(1)
の鹸 ・発釦 パ`鯛 誹 齢"梓 ・8祠 ・武 緑 賭 鹸 口 恥 ・あ 引 刺
剛.こ 躊,よ 、カ・しシ・ク媚 閃 石つ参す 、六f羨め1こ公平す ≧角Pξ)弔続 吾 毛揮 石片
慧羅論纂蕊無難署欝:1警1証1曇鮮:撰
{7～ めづ で・あ3う.ヒk)rbt"ミ のSは ト{αISu・
蜘表.蘇>71鯖 ㍍ 山 酬 法 直
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広」美和(4葉k・ 麹)・ 白石伽行c瞳 辺研)
略帝某地咽 注'・バ卒す さ如鞠 は、 破 イd鹿 山却 而・5く言う蜻.
へ
御 賠 椰 ・・げ ヲΣLう イ畑 ・こ 机 ㌧ 角 角閃勧 化部 蛛',よ、粒 渡属17い
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柴田 驚 〈児竜言詞蛋セリ
陶 観 恥 破端 喉癖 ぶ つ、 套蠕 二漂 誓㍑竺 ㌘ 鵯.∫。、
ZkS,1τ に里 聖4}に!…z9>fia昇代{亙 ム:　Mq今 他A;そ 号う ムt1.1司 －a岩 石 で け 南由 み
報 告t`tNZお ソ,そ れ うφ しきLん ピ は 隼at～ 　 へ1・くbぐ 臭亀6」 フウ こち い.
S30　 Ma　 d嫡(繍1 ,袴 しこ ㌻ooトla前 後 に
し・亨 じ'3し い 集 中 が み1れ3 .今{那 爾 産 地
及uご ・セ3E山1&ち 主 義%ふ1楓 し二∩ い2,
Rb-Srア イソワ0ン ・7Zt:δ る金 物 与ぼ 三測 定
心ヒ・ 番εdJ較 の伝 助3個 のな 試i乞 δ、ラの鉱
物cこ っ ・・　z　 K-Arジ 友cよ ソ与1弍L辛 め τ二・
Rb-Sr鍛 もア イ ソ)Dン 図 乞うヤ1南,次Z函
t:,　 KeAい 旨{く経 界 ε脅1そLい ネ ¢rこ.
昭 和基 地 茂 ムた 南 潅 略}÷Mi7.〈,90Eot2り
のカ リ奇k－ 分十阜k－ な 老 の3集 は殼 美 へ範
即 知τ趣 紅 ド 酬 、 肋 ア イ ・ノ ク・ ・梱
ta　 ←82・St9・SMaし 累失 ・♂ユe)、Pξ/㌦ ネ乃
91　,Pt∂　o.7`og5t　 〃.ooo　ttトz・kiK　3,　geaと 上
略d斜 憐 ゐ 里輌 傭 え(A9・9)蠣
イ蓼7碍 一 カ リ 長ーk－ 級 ゐ 一 合 老 い よ3アAソ
70ン 与{べ ぼ493.3± 午∫/イa,?,∂ 毎足 メ3
・・7/Sg2・ ・・…g・'胴 ・ 鱗 力yaz¢
測 阜 ほ ア4ソ ク0ン 同 工 工合 亮4ヨ1手 ・充側
(27Rb/pg.Ct4よ1)x・一号)・ ・躬 ゐご,A
坤 い 一 己 ・♂儲 確/咋 編.酒 沁
は,カ リモ るa創 卓 か1え イ)1{正 しイ艮定 こし手
代 曵平 め1力 感 ゴ σ,　 fqit義 孫呉早 パ 得 ～本
)2し7P、 ぎ'メ な い こtε 礼)袴 っzい 多.
こi>e・ラ"ア/ツ ク0ン 算 氏 鳳 粍70t楕 φ(ア
3銘 撤)ヵc,瓦 代{釦:よ)'1・ ヰx　 ・tv　}崎(N't:s"
{司繕 く本q匂 こLLiL7"bLheL・ 均 糟kさ れ 医 こY
セネ ㍉ こ ね ス貴そむak　 6slq　Q　a　e4}Sqε 年7
も 角τ あ3う.
ラ「1表 　 K-'Ah手 代 驚 異
1=〔 〕.71Z95十/-2.Q〕図〔a14
??
.71 1=2〕.71548十/一 〔ヨ.②〔≡〕〔]e8
187岬 写23
____a
Sample　 No.　 Rock Mineral　 K20
(亀)
40　Ar　 rad
-6
10　 mlSTP/q
40Atm.　 Ar　 Aqe
(剖(Ma)
2004
A120C
A529
Biotite-hornblende　 qneiss
Two-pyroxene　amphibolite
Orthopyroxene-biotite　 qneiss
Biotite
Hornb!ende
Biotite
Biotite
9.06
1.72
9.08,8.89
9.11,9.14
161
32.1
161
157
3.6
4.3
2.5
5.5
480+15
502+15
483+15
469+14
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ソユソ ソ オ ホ,レ ム 塊 一 フ・リ ンノζノ才 ラ フ 海・メト地 上較の構 造し・変 成 史(討 論)
吉 田 月雰(太 液 予太 ・理)
Ysジ ッ;オ ホ ル ム 画 一フ'ヅ ソス.オ ヲ フ海 岸
地 均ζのtSSE・ 麦 庖 史Kつ 、、て 、誠 ゑヰ5
(HLr。i　 。t　zet.,ノ983D・ 〈・s・;3sい983)
が 蘇.の 理 研 峰 競 見鰍 蝕 しP-・,a'
に この 地 取 η繕 βし・9E.at;E_r－ 利 す5両 名 り
見 舞 蘇 レ 良.
Yo～幅よOC　いqワ9a,b)の 研 究 当 時 ‡)・h>1ヨ
圭7・ ヘ プ ジ ソズ 才 ラ フ溢 斉 地 堤(poc)
の地 償k肉{293く つ鼻 先 や地 質}辺 や 六 出1
れ7お .り、　Yo～}L'LaCtしlq7R　 a'　b)の 　 poc－
リコー ッ ソ オ オ:ノレム 違7(LH6)両 地、域 の構 造二
充 腹 吏 っ1社 民、は 再」按 分 文 脈 ね ば な3tsい で あ
3う ・ しか レ ー方 法 躬 で 飾 弓 尻 鍬
也)ZJ匂 の 夏が な い わ1ナ で は/エv、 ・ 止 手 に ・両
加 岬 つ}輌 鰭 袖3z山 麟 のas3
.て んtの ヘミ、議 埠 の あ1て ∠V　kつ い1し ↓4解 決
のjfi角 電探 っ1み 寂　Vi　。
IMgure　 L
D　 LH　 β のMs-,D4ヒ 司 縁 っ 辛5千ji・
pocで も 誌 か れ 創 り ・稲 の2eし ・峰
ノ会6Yで あ)　、　 It;)lfiなv、'
li)　 L月sの 晦/s　 P画srexrtiteの す 入 ヒ
煽 権tvvgわ れ てv・3:tか シ 、　 pocのL試 α
Meta・"。rphi～ 夙 山 け じtiれ3・:れも 両 名 っ
跨 じu)i－ 考え し1ゴ う ソ 、1勾 趨fs　 vへ.
Y,1>L蜴 のD, ,D。.D,セPOCの 継
の 嫁 比1土 搬 埠 の あ1ヒ ニ37"あs・e　 Y・ ～kida-
(国78,iA79b)};POC殉 マ・kEづw～
kW-SE　 方 向 のeごose　 ヤ 七i5ht耀 曲 か.後 一
頻 のiV　i・　E-　 ssw～ 幻E-～ 砺 角 のs… 　tte
禰th1.・/7sth7い3・tV示 し　fto　 い て 、も
剰 舳 綱 島の軸面dフ て しt;・　LtダPi・K
GrPtnLteが 舷 ノ$zこs(.か ジ これがLHS
のP,・ 継 力 であ3ク と しV・。彼Uヘ ワ4b)
・弓 ・しa　～tyte舛 か ・ノ嫡 地 域 い畔 珪
鮫綱 ・稗 ・ 輸 碗 織 して吋 腸 抜
Former　 correlationsoftectonic-metamorphic
between　 Lutzow-Holm　Bay　 and　 Prlnce　 Olav　 Coast
events
Yoshida　 et　 a1.,1983
Yoshida,　 1979b
Prince　 Olav　 Coast
(mainly　 western　 part)
Yoεhida　 et　 al.,　 1983
工、utzow-Holm　 Bay
Hiroi　 et　 a1.,1993乱'b
Shiraishi　 et　 a1.,　 198.1
Prince　 Olav　 Coast
(central　 and　 eastern)
Main　 metamor℃hism
D:L　 Recumbent　 (f1)　 9x
工soclina1　 (f2)
M　 H-P　 granulite
M2　 M-P　 granuhte
D2　 E-W　 °P・n　 (fs)
M5　 High　 amphib。hte
、!
staurolite　,　kyanlte
Maln　 met∂morハhism
Earlier　 fold　 (NW-SE,
isoclinal　 -　 close)
Main　 fold　 (NE-SW,　 NW・
SE,　 close　 -　 tight)
Later　 metamorphism-一一
D3　 N-S
rM4　 Low
gent:Le　 (fと÷)
amnhibolite
L
'
'
'
Ms　 Greenschist
Basalt　 d工kes,
mユ.onitization
Later　 :netarnorphism
Laterfold　 (NE-Sw,
open　 -　 close)
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k・,・パ 胴)時 は ギ 鮮P・1㌫ ・ フ 芝噛 蜘 舛 磋 糠r"て ・'・・騙
平 飼 つ 〃 ↓v-5三'杜 のcLvse-.～」cLこ,1Cl(一(re(.".・rt吃 ψt吃 れ リ ア ー タ は 両7,芝 れ を れ の}iL}YIE碓
bert七)禰 趨 〔チ')v後 嗣 の 〃 β一5↓ゾtkつ ・ReA
-eC・ ・確 螢(チ・)メ 協 左 し あ ノSL1-16の
P,,<二 歩!寸一比ンさ「れ31ヒ しf三。P{`roこ 　etaノ ぞ.(1守
93り もた祷 司、糠 の 恵 見7・・あ3.
講 頃 鳴 、β 珀 石 動 辮 舛 暖kつ ・・
て 、P・c、 碑 地か 桝 ア ータ の 鎌 継
加 之 マ識 請 し.r幻 題 つ 解 沢t)lb)ソk、'・"
立/蛇 管3も つz-)ナ/↓ 〈、 にわか}っ/i多多為hr
つ受 純 沁 の －z－族 敵 い 栴 駒 レbl‡一
フの 重要rsデ ー タ吃捉 亥'13で あ3>。 手 負
、祷 む 変 成九 つ1戸 掲 ・綱 目宴 κ・却
砒 両 脇 バ 甥 ・しも繊 π ア 一 夕磁
、ハ重三沃 ち有 してい3ル)i・rz"'47客 いの
請願 ・ノizkSの τん 躍 起 て曜i紅 整
理 い り 勧 シい 競 い 蹄 ド砺 職
のt・ ・,.Mz、/り,ヒ ρOc疲 郁 子・a・・tt勧 私 ・・
レし枯 噺 ・埣 のあaヒ ・3で あ3・Y・ 州 民
u474。.b)は 、i・1,鯛(Ye、.、4嚇ψ.姻 丈 毎
日83で はM与 ヒ再 定 義 セれ セ)パPtnk
3・酬 ・曝 撫'楴 允 ピ 　 P・c・tx　 (
・、殉 砿 斌 細 評 も鯛 左 」勾名 吟 量rc
・tb　ecs　 ZtかS－ 破 砕 ・・flE・.91・・5,,・16X－
面 つ}り 乙 し7/tVCしe.。
Hw。 しetω2.uq83ec,レ)　 li　POeの キ ー
簡 で1き珪 飾 邨Pm・ 雪価t領 わ
Hlr。l　 et　 。、しCA83め,　 Attavrct;c　 1!・・tム
5じ こeAce　 、　」z-3S
⊂門83b),柾 研 更上 包 ♀特多1
号 ユ8.〃r-/3/
白 石s (日83),?-19!bi-xua'多 シ ン,t・)"
弘 講 演 皐 岩 泉7ラ ー8。
鋼 。熱 イ嘲 け 。 乙鰭.抽7・ つ 弐Y・ ・h・dat　u角79),大 節 蜘,鉄 鎖 髪切
わ 主麦 赫 ・靹 励r・ 向 ・摘 」蹟 牢 あG・'一 ・・'Z
,蹟 多 い 恒 ・ヒマぷ レ、・〈。shvi。し山13(門 司吐 蹴 紅 地 歩鮫 多淫 ・・、L
ワブ 叫 の のZtetl・T　 zし,　 POc娃乙 張9'7'1`"°
綱)μ 月6りM.-M、 に継 ア τ彦 乙復,(問b),鱈 笑 丈鍵 鯛 毛14・
叉 ヒ 後5は 、 吃 ・彦 る 方v.　 LLマ ば ・L昭 の μ ・28-4°
-M,は 単 一 り £ 叙 劔 唱 え ～UtS・ 主3友Y・ ・k山aS　 dr.uasう).4舳・も しEa-rtA
し セ 。
'イo～k沽(N　 e七a.tP.　 U今83)は 、 淀 末M3/1戻 量,q
vさ れ て ・、 旋 麦 破 イ1〈用v、H3の 主 麦.歳 イ下用
・ 燗 で・、Pl・K6・ …ute・ ・相 肩 牌 破 緋
羽 ヒ 日M4Yしv-。 微 シばM3セpo⊂ の
}免 ・N6tvay1れ じ 日 ・・1.
曇 頃yり 変 成)(のbL支ZY婦 じuは 、 福 歯 ノ棒
遣z麦 暖fト 用 の 随 イf内 孫 に 主tし7よ っ τ い
3。 ム 中 の 麦 鱒L酵 起 て 〉・　?t　Lu})tXcし
Sei　 e'a　ce　 ,　 4タ ー47
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歳 星正雄(岡 ム 大 ・徴 養)・ 白 石知 行(枠 地研)
teatム 鰍 ・ グ ラ 行 う バ 湘 変 荻 劣類t図 化 示 す.-1・thAN・}9!iフ'・の,黒 雲
。一翻q徽 退 褒郷 酬 ・影fl?"gNe,g.め5K3.-El-LA?N－蹴 ・縁PWkgt　 e{g3.　 A・ ・
べ 表 的rJt"料 ・2{毛t,　K二 の影 響 ト つ い て名 石5ワlt通 じて,〃 ハt乙 久の麹 が 博iQ'rlソ ー嫌 で'
琢 的 に検 封1斥.ち3ηK9{,FeヒM3の 石 衣 は 相浦 的 な疲 イピ
泥 質 殆k$・NO'3例 ヒtて 注 目 さK3の,・S,`E.示 し,縁 辺 舞 、崎 ドAイ 剰 で 傷 い ㌦1の 雑
ぜ く3ス ラー黒 雲 母 片癖 毛(Y80A〃9)・ 中 のざ'<果,　 XFe　 、寸耗 晶 内彩アで1?有 、rgソ ー1藁 で あBカ ぐ,
3et,黒 蜜舟 の勧 ㍍ よが'化 琢組 裁 切 塘 微AイIPtで 縁 」。句 。 て 鋤 く 高 く 勧.二 の例
で あ3.二 の 劣k,d,ぜ く3k・ 黒 ・蚕1N・ カ の杷 に6,ぜ く3石 の園 緻 静 ・内91・1?vnwhず,
り長E・ 斜 長 石 ・石 英 ・今 夕〉鉄 鉱 ・」E,墨ヵ・ タイ プcの 黒 雲丹 ヒ梼 す3節 分 で 同様 のXFz
l63.ぎ く3k　 ,7　hiXの 差 酎1・ 斑aXff.v　 の急激 蹄 大 が おult　 3.　 ど く3乃 ・ 二の よ
ヒ 日 勤3が,い ゴ い 嶽 ・圃 辮 アヤ 内脅)罐 分1守.醐 ・1・賦"i'ソ 低 嚇 件 、・1'ウ
訪 続 ・黒 雲 冊(と き1・ 黒 雲 母 ・斜 長E)K
よ ソ融 食 さ 軌 条 番 うな形 宅 尽 す.黒'雲 母it　 3
っ の タィ フ の゜ 差 のカご〔1'fデ'ビ{き8,す 毎 の ち,
の蔓質 主構 紺3Z・ 赫 縫 。撤 緑 吉島 で,
3黒 蜜 母 ・・間 の毎M8樋 噸 孫E　it'・し 明
;k・1(後 追 蚕荻作 用 の影 響 老友昧11・ 、3.
イ 醐 ・よ州 携 魂 細,鞭 のよ ソ
品質 の黒 雲複視ヒブラニ エ うイ ト相 案件 下 で矢
㌍ 定 輌 副1は 憾 難 アt・　h　elXMIisg　e　}　z.為 は ・味 ぜ く3　 ka　 AE　n〈'　t・　i1Lu　tkえ 知
1、,3{の,b)ぐ 「く3ス ラ91く 木1イ キ ソ テ ィ ・ソ3.菊 名 の 場 ノ合i}司 一 の ぎ'く3フ 彦1ナ の6ヵ 、　iselr
ク'く 包 有 さes　 'i(丸 味 毛 帯 伏 衣 形 の水 系書協 で,の 擁 触 脅1く おrrδkpaa"B;(elo3-9,6クノfO3,
久 ・ 同 様 のz軸 紅 わt・,の 教3石 ・k%っ 場e,　 )a　VS-s}sく ・ 乃 わ 景t吻 鱗 分
－eアE置 さ才貢{L7そ よ ラ1(彦 づ3愚 劣}う→犬 やfe規 ヒ 基 質 の,望 、雲 丹 ヒ のkp(3・02)か」,ＴAovaPSOh
則 醐 知 耗 晶 で,z・v炎 黄 褐 色 づ 醐 緑 色 の(〃7の'・ 従)t,秘 で 畝4仰 一96・ °cs・
tの1"あs.　 hs;x-tSt引 才,矯 め うs,a・7よ樽6・'乙 の 平 衡 温 度 材 易 ぶ4ark・}賊 、寸
XFeとTlら 舗 量 ゐ味1・ 高 く(秘 ぞ・へ ・,←7・ の κ 域 綱 輝 駅 路'5得 ζdKr,73・-77・
-0、S'ro,3,60一 弘 ∠♂wt%),bはX戸ぞ ほ 低 ・・eeヒ よ く 調 和 す3.奇 た,タ ィ フ゜bΦ 黒 雲 舟
(久jo-〃 、3(¥ノ 声・ご,丁"oユ1才 高 く(4、 ノ9く一6.63(同 じ ざ く3フ 忌 寸'の3イ 固)と くゴ く3フ 乏 φ{dへ
"t%),乙 ぱ 西 方 ヒ 老 低"(o、 ユ4-o,3tr,〃 タ ζK直 梼 弓 さ 野 分 と っ 間 のKp(ケ ・99-7ユ9)
-　ILS,ユvt%).ざ'く3eめ 組 な 断 面 図 の 一例las・ ・-SSrグ 乙z423.;の 多 とN・;1,ざ'〈
ラ石 申 仁 官 有 さen歪 黒 雲 母6後 退 妻衣 イ乍用の
影 響 芝愛 、ケマ ・・3が ㌔ 直梼{て ・・3ざ'く3石
ヒ のFz－ μδ交換 反 応・バ タイ つ゜Co黒 雲 廿 の±易
Asl言 げ イ久し墨客で・進 行{マ い 方 い 二Lt諸 系 ～
て ・・3.
地1(,石 灰 擁 酸 塩 片庶 弟 ヤ の権 追 使荻 起 源
ヒ考え5れ3ぎ'く3石 の伊1乞rcKl　 l,　 ;の 地
域 の猿 返 麦 突 イ乍用 の 地 質 濠 菟 義 に っ ・・1報 髪
す8.
58mm図1、 歌 う 石 ・組 版 騨E
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白.石 禾ロ行(種 肥祈)
第 二・∵人 川 波 だr或 観 月1いな 裂.・＼ に 公 〃1」し こ,一 ト ゾ 令 達 「Pとtll　 :　 ・r　 i、 て れ ⇔t}ノ れ う の
七乙－iし ・ ロ ン タ・一,ネ ム 式ヱの 地 質 の 二予 察 言周・査 至 重 冒 ぱ 南 に 行 く ぼ と・顕 著1てrxっ て い く よ うi:
お;ts・ 「・・ 言彫 勧 蜘 ∫ 日 計 ・,ムre・PR　 思 わ れ,島 肋 融 輕tl　 t　r・　52れft£ レ 一
部 」じ勧 紅 。ワ前 の露 頭 や モ レ 一 一・Z・an.9.ヒ
試 斧}.採集 をあ・二㌃.「 て(穿 一図)。
諦履 地 域 ほ 主 に泥 質 ～砂 質,中 性 ～逼 塞
性 の高 度 変戒 名 と 照緑 岩 ,毛 ン ソ・二名,花.簡
完TJと"0へil采 歳,岩 て"本番万S1Σをしマ い ろ,、・モ レー ソ
の篠 か こ)ほ 、 二 の ほ か に 石 灰 質 岩 で 蘭 長塩 研
見zaて れ た 。岩 脈 と し て へ・ワ・マ9イ トで 弱 変
成 を受 ・丁た 塩 基 性 宅 ヵ、・あ う.変 成 塩 類 の 一般
走 向 は 東 面 で,南 側 に纐 纈 ろ 二 と力吻 ・㌧
愛1戎1名 の鉱 物組 合 ℃ に ・1]欠ノ1も ♂、カy遜 る。
垂一管 ～総 噸 お
・ス じ。ネ、tし一望 看,石 一斜 方 輝 石 一 黒雲母 一
婦 長石
・ 重 肴石 一珪線 石 一 ず クD石 一
黒 愛分 一 η リ」艮石 一合計長.石 一石 英
・斜 方輝 .石一ザ7n.石 一 黒 聖 母 一カ リ長.石
一斜 長石 一石 英
・ザ7口 .石 一珪 線 石 一 票萱!一母一一刀 リ長.石 一
斜 長 石 一石 英
中 性 ～塩 基 ・ド玉名
.ザ'71つ ノ6一 ホ1し ン フ・レ ン ド 一実1雲 母 一介斗
長ゐ 一石 英
・、†qし ンフ・ル ン ド 一望 聖 母 一力 り 長石 一斜
長石 一石 集
斜 方 輝 石 を 含 む 組 合 で ・」,　 IU　a)　Ve,ythαa3e八
か ら の み 塵 ね し 「・パ 主 ム 鬼 の 毛 レ ー ン の 守
か らe薪 〕に 揉 集 て れ た 。 ニ ノ、ムtc　 z、ほ,変 成
イFfR9フ いラ ニ.よ ラ イ ト」(EI　K達 し 「:ニ ヒ{Tf副 道二
し・な い 。
し ρ・し,セ ¶ い ロ ン ヲ 一 木 ム 地 の 変 成
岩 フ)大 そ 行 徳寸攻 ば ノ 二 二ア 自t∋ア」愛f貰'と カ タ7ラ
シ ス ρ砿 、・範 囲 に み ら れ る 二 と て・あ 友 鏡 下
で 観 察 て れ る鉱 物 の 変 質 ほ,自 愛 母 湾 発 達 ノ
ン磯[ミ ほ ノ ろ 妄 以、外 の 一 次 鉱 物 め痕 跡 乏ほ と
に ビ5舳rエ し靖 ど1護 質 しT。 ものe　 gg　L)。
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やまと山脈 蝶 蝿 の鵬 瓢 にっいて
老臣ヨ 修 二(者P立 大)
1983年 度 に刊行5qkた 「う ンプ ホ プ デ挺 形ig92)に よ つて黄 色 一反 色糸 の色Z∫示 した・
学 園 」(i:29,000)に つつ・し}て、 ヤ ま と山脈 挺形 に影響 ε あた之7ubと み5sψt3比 衝梅
畑 畜 図 幅 の世 影 堂図(い ・9,。。。)醐 が 造が ぼヒえ 幽 し吻 ご,世 賃機 ・礒 示 しな
2醜 競 合 擁 嫡 炎融1司 罐 ケ・い つ・/zb・ 。た.モ し 一 ンな どの被覆 物 動 オ糠 にっ
よ 。Z1烈 し靹 で、¥antigE?kt33.　・'ziEF,柵 の細 齢 か3輪 織 才e握で
挺 モ形学 〔2〕作取 り匡)的や」乞モ曳方5乞fよ,ラ ンつt'き5ほ ず'なので 表現 しな わ＼っ た ・
ホプ 苧図 幅 ヒ基本的 に啄 希なC・で み3.Lか4.挺 形 形態 的零 墨 ヒ坦形計 測的馨 秦:幽
し,fO7ヒ 山脈 τ1醜 姻 髄 が+分 紅 なわ　 Iilは斜 面 鳴 郁 季τ恥 ヒし1う基本的tsB2
れた ヒは いい難 いので,本 図 幅 は現 段階 で り 云 にの っ ヒ リ,長y　 loo晰 以上`b斜 面 モ雄 性
一応 赫 ヒめ ヒいう柱 勘 暖 い.い ・ゆ・お 線(犀 根線 ・谷・細し・傾斜 変換 線 なビ)に よ・
ヒ、奉世 ・形学図 はノ 抵彫 学的研 交り 最 終F)ベ マ区分 し,そ 畝 そ""の 単 位斜 面 に つ 川7の 斜
粟 ヒ いうよ ソモ,蜘 隊 ・箆 鷺 学'∫k繍 学 ・ 面形(凸 型 ・凹 型 な ビ9〔三分)ヒ 傾斜 区分 芒
工学 な ビつ鵠分 留 の今 後9研 究 のた 刷 二値馨t妾 示 した・ これ ら は半透 明う 一 ト上 に才一
な苺都 勺な挺刷 轍 も樹 顧 よ うtl5tg　 ltt-"し イ ヒ しzf醐 ざ嶋 ニ ヒ1こな ・'Z.b},
下 萌5.っil1ツ 、」地形 学図 に モ ソこま↓へた内 が.主 要 な毛`')tEE主比 図 巨毛描 か久3・ 部 分
tAIIx
,献 ま τも 現 時 点.での 繍 わWtote　 モ図2に 示 した.BOi・ 傾",4・srrpt{コ(・-3° ・
テf多学 的理 驚 度モ 示 すモっt2と ビ 手3.3司 ∫㌻i写 一4場40°LX.k.う 階 級)毛 挺形国
方落:1:20,006黒1自 ヒ1;rc)066カ ラー り の等葛練1ユ よってilF.XS?しノ紘!1＼して 本図 の横
重直空 中寧 真 モ慶体 復 しZ得 た楕 観 た,邊 塒 に そ乞た.
調動 線(細 ・舗 縣 礪 原麟th　 ら.成齢 類ヒ飾 撚 綱 域>k食 饅'
椥 こよ3)調 わ せて1纈 ほ.圏 谷壁 の上端 モ し一ン.ア イス コ7ド モ し
奉図 り豊麗 方法 の寡本E圃1に 示 した ②兇 一 シ,ロ ッシ ェ ム トネ,崖'錐 な ビのよ う7a可
こdaに し仁 が,マ 順 に説明 可3.ラ ンり",rプ 能 な ろ・ぎ り眺 形 の成 因的分紅 蓮 刷 リご主
デ図 幅 とり麹 上 の太 き 纐 違 創 よ.t)'its!'挺 図 の上に 若 示 した.し か し、ges捲Ll・ ・a
形 形 態 ・含t那 簿 薫 り 魏 に単解 斗面 と・ウ 岩難 色2示 してt・3た め 減 分麹 橘 祠
考 妨 εヒ リ入 城 こ㍉2)'挺 形 繍 函的 恥 ヒが τき軸 ・ 物 かわ 鵬 ・総 恒 た
分 拠 くわ しく した こヒ.り 聴 τ鎮.添 図 上 に,陸 瑠 全 馳 鎚 研 励 こ関 与 した
1.t&:形 匿〕:ベ ース マ・ソ7bな,　 tCl　l?1年国 土 作用 今分 布E色 わ け して示 した.ド イツ やフ
峡 醜 行 の提 鯛 自 こ29、。・。).舗 線 ラ 以 の踊 姻 に鮒 胡1い3色 碑 じ
lJIO夙 間 隔 で.陸 上 が グ しイ,魯 氷 上 が ブ比 て着色 した.
_で あ3.c.掲 在 ラ挺形形〕献fF用 ヒ嵜の結 集 生 じた.
2.永 女:うk床 ヒアウKい ント>1く河合裏面,微 地形:理 厨F吊 して い3妃 形 形 成 ∫F甲の う
ム(n2　 ?PacVerの 範 囲、 ド リフ ト に よさ雪 氷 ちの顕 落 な もの の分 布 ヒ.構 造上 な ビ列よう
の血.雪 ラkの リッジ、基盤 岩 ま たぼモ し一 ン な微 批 形E.理{辻 論 証 弓能 集 か ∫ゐ か3か
上 り雪 氷9fや 毛 氷 肚 癩 曹 域 ク しバ'ぎ 帰 色 りきe号τ策 した ・
ス,　m。atり 崖 ノラk∫5τの流)蚕坊 向ノ 表 山 ド漆糸苔
L仁 池?　 'ti　7・tu　--　g　f=　ixつ・リー ソリ繰 や 配 この よ うな 織 地 匙 ・儲 給 食池 詳細
流 しt=.世 形学 図 は.励 働7ば ヲ ンワ'木フ'デ画 橘 に
3.岩 質 と坦 質構 造」:基 盤 岩 が{露出 しzい フ プーしcZ2番 目 ごあ3う 。 と くに、批 柱篇泉モ
るき吟 の岩 質 た,鉦 質 図CYan(xこ 　CtaJZり もsい た斜 面 分類 図 ヒ組Aあ わせ た挺f形」方図
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1潮 モ頼 し、.L・t>・し、要 衝 な タタ様 な信 拠 直 土択 り彼 程椥 汐 一 ンの姻 な ビ、 ま 妹
剴 こん鮭 め,図 が櫨 駐 のにな った.角 獣 の閤題 が伽 が 、燭 髪図 ∫滅 に齢 。
より理 解 しや す い キのに す きプミ切に 表邊7「落2啄,大 自動こ線 引 き もせ こ3を 得 な が)た.
のτ娘 碑 あ切 れば 郁 な い.磯 馴 閾 趣 妙 な(加 ヒし法 勃 ・し 龍
王曵」辻調 査 が不十Ah・なたダ)、モ し一 ン とア イ ベ(♀ く,や 昔 ヒ山脈.全日ミリ世 田字画 モ完1ボ
ス ⊃ア ドモ い ン ヒの境 界 線.モL-一 一・.iE&i原させ ふべ きてあ3う.
のデ プ リヒ周氷15τ起源 のデ プ リ ヒの 〔三別,構
Lase・5　 6臼h干 ・rw・at・'・n}ハ 梶ee。 一
㎞ap　 oし トイoun七Tシ 呑 ノ
M。Untαtns;　 .
ミ熱 蕊2
＼
＼
＼
智
,/
醸 醗 ミ豊 一ノノ
還蕊総_蕊 惑? ???、 、
?
F河 ・2-bkSi.形 形 態 的 犠 ヒ 挺 形 念悌t1的 瓢1動 潮(蟻 ゐ・((7"q(9)L・3P)
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佐 々禾 着 陣(rl　 」tsK)
fAREa2に よって惚集 され1ピ1ユ ツa示 以rり こしか ら,z革 うっ隆起涛成婚積 物
'レムラ糠 新 擁 拠嵌 ・隆起 誠 磁種 物・特 ク 鴫 妥協 遡 醐 一・纈 給与秩 しレた戸 膨
織 紐 誠 嚇 搬 蝋 醐"。 嫌 ・勧'・ 顧 輸 型 ・再・鵠 悌 熟.銘 須 フ・鯉
zTり 瑚 痘{移 繕 物1ニ フ"ぞ 診検 詫Etpえ だ。 り砺Aび 菊 で あ5も η し失 え5填 う。
緒 乗 り概 艦 も千1つ 糺 す.
!,親 宏組 執:隆 起 奉 献鳴 積 物 の〃φ'・ク い
てia　X　'　a・Ci.　s。鱒xべ1,β 良ヂ ま×・e久93・
へ
陶 ・容 ヌヲ 、・3で ・あ ・ て,t7・ ・ePt・一・Pt・e・2碑 履 組
敵 ε 示 す(Fi3,!).ラ えし後 ノ分 合7冨1量t""つ い てtc3'
X=3/k%で ・あ5。
ヌ.重 献 物 組 あ(:重 鉱 物 ・∂角 閃石.浮 石.
ザ クu、 る`・ 房 か.こL}tら り傑 物 だ ケ そぶ8%以
ムevH　 M2・ る。 ・ の傾 イa・a鄭 彌1禰 脚
継 峰 新 編 、う,ggs,B¢,dLr,9・3)と一
級 す る。 角閏み:輝 ゐ:サ プ ワ,履 三 戚 分 地 傷タ.
Z)崎 ・7・ ・V・ij,kz-tigt・q9:・ ・,スt－ レ
ンdi・ntで・t・。1.8・Sq:ク で・あ 國 厳 暑'場 ク ・
て・・ る・ 重 ・勅 琳 物e円 麿 彦'ar…5/47必 泌あλ
3、 」耗献 物雄 哉:斜 毛1る(〃 ¢～¢2.SYe)及""カ
?　」kk(ik　 ・v　tq.　g　ere)　,=　Sみ,磋1逐レ 吻
s).己 れ う の他1つ,%片,石 墨,ス ら反 復 事物
齢k,5・ レ ツ}a・ ㌔ 吻 郷 訪 ・)鰺 融
る。 倉 石 聾 自 蘇 鬼 近 く り躍 種 物程 石 墨b宮 参。
狂,へ ・レ 外 つeth量lex1一 レ ・ ・計 冴
で(339.タ ～S23%`ラ 影話しす る。
Fig.　 ?　・　Ga-Hb-Px　 diagram Fig.　 う　 Qz-F-R.F.　 diagram
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南 極 ・昭 和 基 地 で の 地 温 の 連 続 測 定(序 報)
長尾 年恭
(東大 震研)
神沼 克伊
(極地研)
渋谷 和雄
(極 地研)
南 極 地 域 で の 地 殻 熱 流 量 の 測 定 は 、 南 極 科
学 委 員 会(SCAR)の 再 三 の 勧 告 に も か か わ ら ず、
陸 上 で は ボ ー リ ン グ 孔 が 得 ら れ に く い た め 、
海 上 で は 氷 海 や 悪 天 候 な ど 測 定 の 困 難 さ の た
め 、 各 国 と も な か な か 実 施 で き な い で い る 。
日 本 隊 と し て も こ の 現 状 を 打 開 す る た め 、19
80年 に 観 測 隊 員 自 身 の 手 に よ っ て 、 初 め て 本
格 的 な 岩 盤 ボ ー リ ン グ が 昭 和 基 地 で 試 み ら れ、
深 度20mの ボ ー リ ン グ 孔 が 得 ら れ た 。 そ し て
こ の ボ ー リ ン グ 孔 の5m,19m,20mの 客 深 度 で 約
一 年 間 の 温 度 測 定 に 成 功 し た 。 さ ら に1981年
に は 海 氷 上 か ら 浅 海 で の 測 定 を 実 施 す る と と
も に 、 昭 和 基 地 で の 地 温 測 定 も 引 き 続 き 行 な
わ れ た 。1981年4月 か ら は1m,2m,4m,5m,7mの
5つ の 深 度 で の 連 続 観 測 を 実 施 し 、 今 日 に 至
っ て い る 。 測 定 は 分 解 能1/1000'Cの 水 晶 温 度
計 を 使 い 、 ほ ぼ 一 時 間 に 一 度 の デ ジ タ ル 出 力
を 得 て い る 。 記 録 は 周 波 数 で 得 ら れ る た め 温
度 へ の 変 換 は 実 験 室 内 で 行 な わ れ て い る 。
本 報 告 で は1981年4月 か ら1984年1月 ま で の
約 三 年 間 の デ ー タ に つ き 解 析 し た 結 果 に つ い
て 述 べ る 。 こ の 間 測 定 は ケ ー ブ ル 切 断 な ど に
よ る 短 期 間 の 欠 測 は あ る が 、1mの 測 点 を 除 き
ほ ぼ 順 調 に 経 過 し て い る,
浅 い 孔 で は あ る が 、 こ の よ う な 連 続 観 測 を
意 義 あ る も の に し て い る の は 、 南 極 と い う 自
然 環 境 で あ る 。 そ の 第 一 は 、 昭 和 基 地 で は ほ
と ん ど 堆 積 層 が 無 く 、 観 測 孔 も 岩 盤 に 直 接 掘
ら れ て い る 。 第 二 は 地 下 水 が 流 れ て い な い 。
第 三 は 日 射 の 無 い 時 期 が あ る 。 こ れ ら の 自 然
条 件 に よ り 、 地 温 に 与 え る ノ イ ズ 源 が 、 日 本
な ど と 比 較 し て 、 大 き く 除 か れ て い る こ と に
な る 。
解 析 は 、 ま ず 短 周 期 の 変 動 を 取 り 除 く た め
180日 の 移 動 平 均 に よ る ロ ー パ ス フ ィ ル タ ー
を 用 い た 。 ま た 、 ス ペ ク ト ル 解 析 も 実 施 し 、
ど の よ う'な 周 期 の も の が 卓 越 し て い る か 調 べ
た 。 予 備 的 な 解 析 結 果 を 示 す と 、 温 度 変 化 の
位 相 の 遅 れ と 振 幅 の 減 衰 か ら 求 め ら れ た 熱 拡
散 率 は 、 そ れ ぞ れ0.031±0.007cm)'1s、0.036±
0.007cmユ/sと な っ た 。 現 在 、 同 時 に 得 ら れ た
ボ ー リ ン グ コ ア か ら 熱 伝 導 率 も 測 定 中 で あ る。
ま た,1981年?月1日 よ り1983年6月3e目 ま で の
二 年 間 の 名 深 さ に お け る 平 均 地 温 は 、7mで 一8.
009.C、5mで 一8.681.C、4mで 一8.〔〕60.C、2mで 一8.0
02'Cと な っ た 。 し か し 、 期 間 は 多 少 違 う も の
の 、1981年2月 か ら1983年1月 ま で の や は り 二
年 間 の 昭 和 基 地 の 平 均 気 温 は 一10.301'Cで あ
り 、 こ の 差 は 興 味 深 い 結 果 で あ る 。
昭 和 基 地 で 連 続 観 測 され た 地温
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音合末 紫 青 田 勝 永 田 武
1、 は じめ1(極 処 稀 大 阪 市 大 極 処 石町
函 南 極 の 」・琳 ヵ祝 列1み ろし 、剤 極 キ支断 熱 磁・(し測)ピ ・結 束.、 多 くヵ 試 料 、x非 可逆
ム 散 ヒ 、南 極 キ 島PXラ 〈 ソ ー バ ー ド ラン ド1二 的fJ磁 祁、OPI　kW"t喬L、':P,'/ラ<・赤ノ欲鉱 あ/
続 く高地 陵 戸 て 締 て協3カ<、 函 か 間 ・・、i,4kS94cS・ ・PtAeお ト て ・・　Z　T・　th　z.　tsSel_:E　Pt
ト躬Clレ ス ワ ー ズ ム 鰍1砕 ト ラ1醐U置5.手 仁 願 靹 …　Pt"　ftke　¥・1観 ん ど め
麦 イ け 椥 魂 函eる ・ 妹 癖 工 葛綱 、橘 是 仙 酬 硝 っ 榮 畑 斬3と →健 マ
ルヌ フー 又出 離、1つか っ一(南 極 横 断 」・鰍 φ一部 ボ る・
(ペ ンサ コラjA　Akの 建エ ノ1=Y5・ 仁 可能'陞 わぐ
考 え>jVkK・ ・b。3、 考 案
エ1・ ス・フーkム 脚 弼 姐 越3・ 及がS獣tl－ が 魂 竃ラ内 樋 列 ぶネ醐 舳 酔1岬 向 ほ
祠 ・ 魂 吋 測 、 獅 ン ハ プ1蘇 ブ 瞭 ・副B・ … 川/;7`・"/ノ 罐 摯 嫡
ン グ ソ了 糾 、 デポ ン紀 、1ξ・,皮紀　 k　dy　、Z二・豊 ぐ 、9/2kイ る ボ 、煽)角 でNIL約5'0度 ずivPtあ
紀 ヵ 堆積%類tそ れ 乏貫 く鬼 遣弱く餅 よ 、)成 る。3。 こ払 、チ彼 ラNC裁 く命誠1料 採 集.地 ザ実 写
ノ7ワ7ー ノ7}o与 、CNx"7・(、 幸W勝1手 旭9仁 め ・与 信 えふ η 地 層1補 正 釈 行 方 わ'ト 亨ハ
賃 浮閣 新 貌 ヵ ため 、 主 にHε げて暢 巳 ム脈1訴 フたrめ と推 定 乏ト る・
い 、足 下位 岩 石 試 料L採 集Lア こ。 こ"N>の3ず 二、 多 くφ試 料 、2屯 聖 代'ヤ 舞い(熱 変 成 を
2式料 φ ラ う、 今 田 、 今2個 の 試料 、くワ い/v・r娑 ウ、 新 年/熱 残 留磁 気 や 帖 子 タ戎留磁 気/獲
地 磁 気学 的 刻 足 芝 符 な ・Tcカ で、 久の 耗 妥K層Lfcと 考L卵L5・ く ラ1(タ 量 紀 吻側 滝
η ぺ 報 告 ㌘,蛉 几 知 一 ス 凋 隔 バ 岬 磁 毛 祠 巳 巧 、 這 御 岬 、・撚
古 地1磁 気 学的 廟 完結 菜 ば 、 レ吹 で(sa・ 」 βt・q　irV/。.乞妾 、i忙 可 畜も惇 ヤごあ3・ 手狭 ・ 》 ト ラカN
日(ノ9y/ハ ・孤 老(or・ て・i6ゾ 版 ヒ椒 一 酬q　 5Ka　 p・ラ・ エ ル ズワ ー ズ ム 脈 、手"(x-7
s・a卿 ヒCt久 ・k・f　te　O　tacx　pgi　 teげSNン ～ 柚 仮 紅 刺1ブ ・二量fo己嚇 疎 纏 矯
paン ブ ソプ 縄)¢ 〃醐 の 偏 角di方 伺1か 支bラ 、 兵時 計 回 ソドゲ 離 回転Lfcヒ 推 定 エdy
南 極 太陸 ・η/トKタ 寸L、 ンユ,度 友 時 計 田 ソ に う・
回」転L/い う ・ て ル＼ゆえ ・ 彼 ラ1!エ ル ズフ
ー ズム 脚 継 。1東 南 極 大軽 φ一 郭 て・噺 ソ、
労ン グ リ ア ～ オ ノレド ピ ス紀 以 降'、こ・反時 言ナ回
1)lc・@転L-(現 影 の 位 置12朱 仁 と推)(uこ 。
2.叉 験 緯 栗
刺 え 、 ↑三4.2.個 η 試 料 寸 、 ユ 個 、ユN尺 η 弦,度
Pt、/o-7eバ/7以 手 込)トfく 弓 則 定 不 能 で あ
吹 。 残 ソ ¢y・4SO1!.2、8)'"/グ タ ～
/sx/oイe・nL/3で 名 う.こ 吟 ラ う 一 ・・く
つ 。.φ 試 料 工 、 交 流 ラ醐 でN尺 肋 方 向 の 変 化
冨 ノ1、て く 妻 定 で あ 彦 力く'、熱 三青磁 で 大 乏 な 受 伯
2示 す 。 熱 消 磁 に対 人 て 首 相 を 欠 乏 く 変 化
tヤSもe,1'・ 、 ・・イ 抽 高 温 で 獺 季夏 側 へ 綬
動M3。 手it－ 戸 ン ブ ソ ア 紀 ヵ 堆 積 岩"・ ＼ く
つ 杁XJ、 地 膚 補 工 イ5;zlこ よ ノ 偏 角6ゲ
氷 子 方 伺 、く 集35・
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海面高度 よソ動 宴 彰乞払 ふた‥ アルコつ 又噴
松 本 剛 ・瀬',隣 朗(東 六x>?A)」 神$支 ノ戸 国 立極mp研)
南極 海 ・!('なt-,鋸 」・重ヵ 養鯉,ト ヲ試 行 なわ 路標華 重 力,　klユ波 数 角先 舛 直z-th&・5>9
こ4関 係E{t};,悶 ・か,砂 肝 痛 い 重 カノ統 疎 吋 フー ノエ 嫌t,2・og。
ため'しla,　ジオイ ド→重 力geigy31s)纏①重 力麟 罐 ηよ う ℃dssee"Xt'L4、 ヤ)じ
t、・あa.、 責、乏i3z3:'。
ジれ ド(≒ 海 鵜)磁 力2ig　 t,a　t-t鱗 友 顯 上 編 島Mジ オイ ドデ ー タ
、謹 力 持/シ ・'し・、鴎 ・、心 ・軒 あ ソ,乞, この 中,"s、点7一 惣 孝,ンξ接す 。3乎 面 上・6)対
一方hYわ ゐ・　K,svaカ'ぱ 原 理 的1;計Svし3。 淀!オ&位 置,二表 彰 す ∂。
地 輪 中 ガ イ ド ・吟 考1埴 ・・。 ひ 榔 ⊃ ③ 緬,・ 鵬 ば デ ー タttt,㍉V緬
重 力,4逆 ス1-一 ク又謹 みt安 行 づ)こ し);よ 上一の旛 ナ、責、て－e纏 ε計 算 す ∂.
1総 溢 譲 葉1嬬襟 ④熾 騒4㌫ ㍗
ソ継 よ く却 イ 恒 わ 辣 て・1δ列 二舛 ④ フつ 工醜 癒 よ ・て,緬 嚇 チμ
し,隆;4ジ 才イ ドの撤)'oSL,v。 　 tqた め,で の重ヵ妥 常 値 乏4εれ3.
,④ ◎の」害粟 磁 伽 二・ン産1.趨 式 内 今あさ碑藩磯 ・、局 所的k重 力!分布 ε茱倒3た あ1こ1訂
緬 幽1ゴ 。7つ 工 醐 鯛 ・,槁 ・計 慶 顧 て一磧 樋 ε補 間 によ ・てths.
箕 ず 簡単 て璃 ソ、 恒 ・{精 度 亦 良 リ。 味 」じり
1理 由 レ よ ソ,フ ー ソ.エ、擾嘘2」 羽 、1た ジ ォ ィ ト・
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